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令和６年４月２５日（木） 

令和６年度 第１回 船橋市パラスポーツ協議会 ＜資 料＞ 

 

I. 報告 

○報告１ 令和５年度の事業報告について 

１. パラスポーツ協議会 （委員１２名） 

（１）開催数  年間３回 

（２）予 算  委員報償費 

→第１回 令和５年４月２５日（火）開催  １０名出席 

第２回 令和５年８月２９日（火）開催   ９名出席 

  

２. パラスポーツ競技の体験会  

（１）目的 パラスポーツを普及・啓発するため 

（２）種目 ボッチャ等 

 （３）対象 市立小・中・船橋特別支援学校（小中学校の特別支援学級を含む）、 

総合型地域スポーツクラブ、福祉施設・事業所等 

（４）講師 パラスポーツ指導員 

（５）回数 ３回 

→ 実施１回  ①令和６年３月４日 船橋市立湊中学校（１３６名） 

 

 

 

 

 

       体験会の様子（湊中学校）→ 

 

   アンケート抜粋（船橋市立湊中学校） 

 とても思う 思う 思わない とても思わない 

ボッチャは楽しい 76.4％ 17.6％ 5.1％ 0.7％ 

ボッチャをまたやりたい 64.7％ 22.1％ 8.8％ 4.4％ 

ほかのパラスポーツを体験したい 50.0％ 34.6％ 9.6％ 5.9％ 

障がい者やパラスポーツについて

知りたい 
35.3％ 41.2％ 15.4％ 8.1％ 
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３. 市が保有する物品等 

（１）体験会での使用や市民への貸出を目的とし、次の物品等を保有 

  ①ボッチャ一式  １５セット （運動公園１０、基幹公民館５カ所に各１） 

   レク用ボッチャシート １５枚（運動公園１０、基幹公民館５カ所に各１） 

②ゴールボール体験用鈴入りドッジボール ３０個（運動公園） 

競技用ゴールボール １個（運動公園） 

③シッティングバレーボール体験用のソフトバレーボール１００個（運動公園） 

（２）令和５年度購入の物品 

①サウンドテーブルテニス用卓球台 １台（船橋アリーナ） 

 サウンドテーブルテニス用ラケット・球（船橋アリーナ） 

②その他消耗品 

 →（１）②③、（２）①については、９月１日（金）から市民への貸出を開始した。 

  併せて、全用具について、申込先と貸出施設が同じとなるよう整理した。 

   ※東部公民館は工事のため薬円台公民館で貸出中 

→ボッチャの貸し出しは近年５年間で最も多く、サウンドテーブルテニスも毎月 

利用されている。 【別冊資料１参照】 

 

４. 大会等への協力 

障害者が参加できる大会について、共催・後援等により開催の支援を行う。 

（１）知的障がい者ソフトボール大会の共催 

①日程 春季・秋季に開催。年２回。１大会あたり２日間の予定。 

②場所 行田運動広場 

③共催 船橋西ロータリークラブ 

（２）アンプティサッカー東日本リーグの後援 

①日程 未定。年１回。 

②場所 タカスポ（高瀬下水処理場上部運動広場） 

③主催 日本アンプティサッカー協会 

（３）船橋市卓球バレー体験会＆交流大会の共催  

  ①日程 ９月９日～２月１０日の期間で１０回実施予定 

  ②場所 公民館の講堂等、船橋アリーナの多目的室 

  ③主催 船橋障がい者スポーツ協会 

（４）船橋市ボッチャ交流大会の共催 

 →（１）春季大会を４月１６日（日）に開催し、１０６名が参加した。 

     秋季大会を１０月１５日（日）に開催する予定だったが、中止となった。 

・日頃の練習の成果を発揮でき、他チームとの交流を図ることができる貴
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重な場であったと報告があった。 

（２）令和６年１月２８日（日）に開催し、７３名が参加した。 

（３）審判講習会１日間、交流大会９日間、中央大会１日間を開催し、約 550人 

が参加した。開催にあたっては、千葉県コーディネーター派遣事業を活用 

した。【別冊資料２参照】 

（４）詳細は下記「８．ボッチャ交流大会の開催」を確認 

 

５. 障がい者のスポーツ大会参加の促進 

市内で実施されるスポーツ大会について、障がい者が参加しやすい運営を関係団

体に依頼していく。 

→船橋市水泳協会が７月に障がい児向けの水泳教室を開催し、今回は初開催であっ 

たため、市への協力依頼はせずに小規模な運営で行ったが、今後も情報を共有し、

市の広報を利用するなど協力していく。 

 →４年ぶりに開催された成人の日記念船橋市民駅伝競走大会では船橋市特別支援

学校の生徒たちが参加した。 

 

６. パラスポーツ指導員の養成等  ※障がい者スポーツ指導者制度の名称が変更となりました 

（１）初級パラスポーツ指導員講習会を受講 

①対象  船橋市スポーツ推進委員５名まで 

②負担金 初級パラスポーツ指導員養成講習会負担金 

（２）ふなばし市民大学校スポーツコミュニケーション学科卒業生の活用 

イベント、体験会等でスポーツボランティアとして活用。 

 →（１）第１回講習会に１名受講、第２回に１名受講 

（２）千葉障がい者スポーツ指導者協議会会長でもある船橋障がい者スポーツ 

協会の髙橋会長と連携し、卒業生の積極的活用を図る。 

 

７. パラスポーツ関係のアスリート等による講演会の開催 

（１）対象 市民（障害のある方もない方も） 

（２）日程 未定（年１回） 

（３）場所 バリアフリーな施設（きららホールなど） 

→第２回パラスポーツ協議会で検討したが、講師の候補が見つからず、中止。 

 

８. ボッチャ交流大会の開催 

 運営主体を市から船橋市スポーツ推進委員協議会へ移行。 

 ５ブロックの予選大会から中央大会を実施。 
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 中央大会は「船橋市スポーツ健康都市宣言４０周年記念スポーツフェスタ」

において実施。 

→船橋市スポーツ推進委員協議会により進められた。 

審判講習会   ７月２９日（土） 

広報・受付開始  ７月１５日（土）～８月１０日（金） 

ブロック大会開催 ８月２０日（日）～９月１０日（日） 

中央大会     １０月９日（月・祝） ＊スポーツフェスタ当日 

（１）ブロック大会 

 
地区名 日程 会場 

参加 

チーム数 

参加者数

（人） 

① 東部地区 ８月２７日 東部公民館 １１ ４０ 

② 西部地区 ８月２７日 行田中学校 １６ ５４ 

③ 北部地区 ９月 ３日 船橋アリーナ １６ ６０ 

④ 南部地区 ８月２０日 浜町公民館 ９ ３０ 

⑤ 中部地区 ９月１０日 高根公民館 １０ ３４ 

合計 ６２ ２１８ 

（２）中央大会 

１０月９日 運動公園 １２ ４３ 

 

９. パラスポーツに関する効果的な情報発信 

市ホームページの充実を図るとともに、障害者やその家族に対し、パラスポー

ツに関する事業の積極的発信の継続。（広報、ホームページ、ＳＮＳ等） 

  →ボッチャ交流大会に関するポスターやチラシを作成して障害福祉課及び公共

施設（３４施設）に配布するとともに、広報ふなばし及び市ホームページで情

報発信した。今後も障害福祉課や特別支援学校等への情報共有、広報等での情

報発信を継続する。 

    

１０. 企業や地域との連携 

市と連携協定を締結する企業や、千葉県立特別支援学校等の地域の関係機関 

及び団体と引き続き連携を行っていく。 

→令和５年１０月２２日に市と包括連携協定を結ぶ船橋東武百貨店にて市主催

でボッチャ体験会を開催し、６４人（大人２９人、子ども３５人）が参加し

た。 

 

 

 

東武百貨店の様子→ 
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１１. 千葉県スポーツ振興基金令和５年度助成金 

公益財団法人千葉県教育振興財団の千葉県スポーツ振興基金令和５年度助成金

助成事業に「障がい者スポーツ振興事業」を申請中。決定は６月を予定。 

 申請額：３６０千円 

→サウンドテーブルテニス用卓球台の購入費用に充て、購入した卓球台を船橋

アリーナに設置した。 

 

○報告２ 船橋市スポーツ健康都市宣言４０周年記念事業について 

→市の事業を始め、スポーツ協会やスポーツ推進委員協議会、数多くの団体が

記念事業の冠やロゴデザインを使用し、事業を盛り上げた。７月のスポーツ

講演会、１０月のスポーツフェスタ、１月の市船スポーツフェスティバルと

大きな事業を３つ開催し、5000人を超える参加があった。【別冊資料３参照】 

 

○報告３ 特別全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」について 

 →船橋市から９名が千葉県代表選手団として出場した。【別冊資料４参照】 

 

○報告４ 東京２０２５デフリンピック大会について  

→令和６年２月２０日（火）に、デフバレーボール競技の日本代表監督である

村井隆行氏を講師とした出前授業が、塚田小学校体育館で行われました。当

日は、生涯スポーツ課、広報課も参加し、出前授業の様子を市公式フェイス

ブックでお知らせした。 【別冊資料５参照】 

 

II. 議題 

○議題１ 令和６年度事業計画について 

１. パラスポーツ協議会 

（１）年間会議開催数 ３回 

（２）委員報償費予算 ９，８００円×８人×３回＝２３５，２００円 

  

２. パラスポーツ競技の体験会 

（１）目的 パラスポーツを普及・啓発するため 

（２）種目 ボッチャ等 

 （３）対象 市立小・中・船橋特別支援学校（小中学校の特別支援学級を含む）、 

総合型地域スポーツクラブ、福祉施設・事業所等 

（４）講師 パラスポーツ指導員 

（５）回数 未定 
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３. 市が保有する物品等  

（１）体験会での使用や市民への貸出を目的とし、次の物品等を保有 

貸出施設 用具 数量 

運動公園 

ボッチャ一式 １０セット 

レク用ボッチャシート １０枚 

ゴールボール用鈴入りドッジボール ３０個 

競技用ゴールボール １個 

シッティングバレーボール用ソフトバレーボール １００個 

公民館（中央・東部※・

西部・北部・高根台） 

ボッチャ一式 各１セット 

レク用ボッチャシート 各１枚 

船橋アリーナ 
サウンドテーブルテニス用卓球台 

（ラケット４本、ボールを含む） 
１台 

  ※東部公民館は工事のため薬円台公民館で貸出中（R5/10/1～R7/3/31） 

（２）購入予定の物品 

①上記物品の貸出状況により検討 

②その他消耗品 

 

４. 大会等への協力 

障害者が参加できる大会について、共催・後援等により開催の支援を行う。 

（１）知的障がい者ソフトボール大会の共催 

①日程 春季（４月２１日）・秋季（１０月２０日）に開催予定。年２回。 

②場所 行田運動広場 

③主催 船橋西ロータリークラブ 

（２）アンプティサッカー東日本リーグの後援 

①日程 １月２６日（日）開催予定。年１回。 

②場所 タカスポ（高瀬下水処理場上部運動広場） 

③主催 日本アンプティサッカー協会 

（３）ボッチャ交流大会の共催 

   ①日程 ７～８月にブロック大会、９月に中央大会を開催する。 

②会場 南部ブロック ８月１８日 浜町公民館 

西部ブロック ８月１８日 行田東小学校 

中部ブロック ７月２１日 高根公民館 

東部ブロック ７月２８日 薬円台公民館 

北部ブロック ７月２７日 船橋アリーナ 

      中央大会      ９月  ８日 船橋アリーナ 

  ③主催 船橋市スポーツ推進委員協議会 
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（４）卓球バレー体験会＆交流大会の共催 

  ①日程 ６月～１０月の期間で１０回実施予定 

  ②場所 公民館の講堂等、船橋アリーナの多目的室 

  ③主催 船橋障がい者スポーツ協会 

（５）ウォーキングフットボール体験会＆交流大会の共催 

  ①日程 １０～３月 

  ②場所 未定 

  ③主催 船橋障がい者スポーツ協会 

 

５. 障がい者のスポーツ大会参加の促進 

市内で実施されるスポーツ大会について、障がい者が参加しやすい運営を関係団

体に依頼していく。令和５年度に始まった船橋市水泳協会の障がい者向け体験教室

について、他の競技へも情報提供できるよう連携していく。 

 

６. パラスポーツ指導員の養成等 

（１）初級パラスポーツ指導員講習会を受講 

①対象  船橋市スポーツ推進委員５名 

②予算  初級パラスポーツ指導員養成講習会負担金 

（２）ふなばし市民大学校スポーツコミュニケーション学科卒業生の活用 

イベント、体験会等でスポーツボランティアとして活用。 

 

７. パラスポーツ関係のアスリート等による講演会の開催 

（１）対象 市民（障害のある方もない方も） 

（２）日程 未定（年１回） 

（３）場所 バリアフリーな施設（きららホールなど） 

 

８. パラスポーツに関する効果的な情報発信 

市ホームページの充実を図るとともに、障害者やその家族に対し、パラスポーツ

に関する事業の積極的発信の継続。（広報、ホームページ、ＳＮＳ等） 

  船橋市内公民館宛にパラスポーツの普及促進のため、船橋障がい者スポーツ協会

を紹介し、公民館における自主事業の検討を促す。 

 

９. 企業や地域との連携 

市と包括連携協定を締結する企業や、千葉県立特別支援学校等の地域の関係機

関及び団体と引き続き連携を行っていく。 
















